
再構成画像内（図3左）の着色部は試料内部に含まれるボイ
ド（欠陥）を解析したもので、溶接部にボイドを多く含んでいる
ことを示しています。実際に電子顕微鏡（反射電子像 図3右）で
破面を観察すると、中央部にはレーザによる変質がなく、溶接
できていないことが確認できました。また、レーザにより変質し
ている部分と変質していない部分の界面にはピンホールが界
面に沿って複数確認できました。
このことから、界面部で純マグネシウムが蒸発して蒸発痕が
ピンホールになったと推察されます。図3の上部と下部ではピ
ンホールの大きさが異なっているため、溶接部に残留している
熱がピンホールの大きさに影響を及ぼす可能性を示していま
す。特に、マグネシウムは融点と沸点の差が他の金属よりも小
さいため、顕著に影響が出たものと考えられます。

まとめ
将来的に生体内吸収性インプラントとして使用できる可能
性がある純マグネシウムの接合について検討したところ、以下
の知見を得ました。
１．試料内部ではレーザが接合部中央まで到達しておらず、
レーザによる変質部界面ではピンホールが発生しているこ
とが確認できた。

２．純マグネシウムの場合、残留している熱が溶接に影響を及ぼ
す可能性があり、レーザ出力だけでなく試料の温度・圧力のパ
ラメータを検討していくことで改善に繋がる可能性がある。
｠
今後は上記知見を踏まえ、純マグネシウム同士のレーザ接
合について検討するとともに、他の接合方法についても調査し
ていきたいと考えています。

はじめに
骨折した際の治療方法として、骨接合用の生体インプラント
が用いられており、その材質としてステンレスやチタンを中心
に、その合金がよく使用されています。ステンレスやチタンの
インプラントを使用した場合には治癒した後にインプラントの
抜去が必要となり、患者への肉体的及び精神的な負担を強い
ることとなります。このような負担を軽減する代替手段として、
骨折部を一定期間固定後、体内で徐々に溶解・吸収されていく
ようなインプラントが望まれています。
純マグネシウムは、その強度と弾性係数が骨に近いため、生体
への適合性が良く、また、生体毒性がないことからも生体内吸収
性インプラントとして有望視されているところですが、生体内の
複雑な構造に対応して製品設計していくためには、純マグネシウ
ムの接合性についての検討が必要になると考え、本研究では
YAGレーザを使用して純マグネシウム同士の接合を試みました。

YAGレーザによる突き合せ溶接方法
YAGレーザ溶接機で図１の位置関係により溶接を行いまし

た。片面の溶接終了後、裏面の溶接を行いました。溶接時に純
マグネシウムが酸化することを防ぐため、シールドガスとしてア
ルゴンを用いました。

溶接部の分析及び考察
溶接後は図２のような外観で、目視観察すると溶接部表面

は純マグネシウムが酸化し、凹凸が生じて黒ずんでいる状態
でした。

試料の接合状態を分析するため、マイクロフォーカスX線CT
による非破壊での観察、電子顕微鏡による引張試験後の破面
観察を行いました。（図３）

影者が近づきましょう。
　「音声」を軽視した結果、全体のクオリティを低くしてしまった
映像が初心者には多く見受けられます。
　理想的には別途、収録専用のマイクを使用する方が良いの
ですが、普段からマイク使用の経験が少ない場合、マイクを
持ったり、身に着けたりすることで出演者は緊張します。先ほど
の大型カメラの例と同様、普段から慣れてない状況はできる限
り避ける方が良いでしょう。
　一方で工場内等「騒音」のある現場でどうしても「声や内容が
聞こえにくく」なる場合、下写真の様なBluetoothワイヤレスマ
イクが、ストレス無く収録でき便利です。
　どのような状況でも、撮影時は必ずイヤホンやヘッドホンを
使用し「カメラ音声の確認」をしてください。ノイズの有無や音

声の明瞭さは、カメラのレベルメーターではわかりません。初
心者は特に、この確認をしなかったため、後日「撮り直し」という
例も結構多く見られます。

慣れてきたら、編集を意識した効率的な撮影を
　手持ち撮影の場合、カメラを無造作に左右に振ったり、頻繁
にズーム使用せず、なるべく「動かさず固定に近い状態」で撮影
することが重要です。ただし別の角度や方向に移動したり、向き
を変える時など、どうしてもカメラを動かしながら撮影しなけれ
ばならない状況は起こります。その場合も慌てず、このカメラ移

動は「じっくりと画面が揺れないよう、ていねいにカメラ
を動かす（動いているところを見せる）」撮影なのか「と
にかく速く次の画面へ瞬時にカメラを向けて移動した
い（編集のカットが変わるのに近いイメージ）」なのか、
この２択を意識をして撮影中の移動するだけでも、かな
り見やすい映像になりますので試してみてください。
　これらを撮影中に意識することでWeb動画の質向
上につながり結果的に、失敗の回数を減らし、現場での
スタッフ拘束や撮影時間が短くなり無理のない制作が
可能になります。
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小型カメラの利点と欠点
　まず、メインとなる手持ち（移動）撮影には、なるべく一般的
な、日常よく手にする小型カメラ「ハンディカム、スマートフォン」
などを使用するのが良いでしょう。
　理由は「軽くて小回りが利き、不慣れな撮影者でも使いやす
い」というだけでなく、撮影される側、恐らくほとんどの出演者
（説明者）は「プロではない、慣れていない」ことから現場で、い
きなり業務用の大型カメラを向けられることで「緊張感や、取材
を受けている感」から「非日常的」な雰囲気で「ぎこちなく」なっ
て普段通りのスムーズなトークや説明ができなくなることを避
けたいからです。
　ただ小型カメラにも注意点や欠点があります。特に動画撮影
時に室内など「スマートフォンや小型カメラはその構造から暗
いところに弱い」（カメラが自動でゲインアップするなど無理や
り明るくする）ため、ノイズの多い映像になってしまう傾向にあ
ります。それらを回避するためには「なるべく感度に余裕のある
明るいカメラ」を使用することが近道です。また暗いからと言っ
て「プロの照明機材」を安易に使用すると、かえって大型カメラ
同様、出演者の緊張感が増すので、できれば避けたほうが無難
です。

推奨は「広角レンズ」必須は「音声の確認」
　工場内を歩きながらなど、説明者を移動撮影する時は、特に
広角レンズ（35mmカメラ換算で28mmレンズ以下）での撮影
をお勧めします。手持ち撮影時の手ブレに強く、少々揺れても
画面酔いしない映像が得られます。また手振れ補正機能等があ
ればさらに積極的に活用すべきです。
　ほかにも広角レンズを推奨する理由があります。音声収録の
利点です。特にカメラ内蔵のマイクを使用する場合、同じサイ
ズでも、下図のように音源近くで撮影でき、周りの雑音を拾い
にくいので、結果「適正音量で明瞭な音声」になります。人物な
どのアップ撮影する場合は「ズーム」を使用せず、広角のまま撮

　スマートフォンやカメラを持って「工場内などを歩き回りながら設備などの紹介や実施・体験」を動画配信するイベント（リモート見
学会、オンラインツアー）が増えています。今回は「注意すべきポイントや撮影方法」などについて、初心者でも撮影の前に知っている
だけで助かるノウハウを、プロのカメラ技術の中からピックアップしてご紹介します。
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リモート工場見学会をWeb動画撮影するコツ
「経験の浅い」担当者でも、なるべく失敗しない撮影のためのノウハウとはトレンド

TREND INFORMATION

技術
 本研究では純マグネシウムの板材をYAGレーザ溶接することで、純マグネシウム同士が接合し得るかについて検討しました。マイ
クロフォーカスX線CT及び電子顕微鏡を用いてレーザ溶接部の観察を行った結果、試料内部にはボイドが含まれ、十分に接合できて
おらず、レーザ到達部ではピンホールが発生している状態でした。観察した結果から、レーザ溶接時には純マグネシウムに残留して
いる熱量がピンホールサイズに影響を及ぼしていると考えられます。

図１　レーザ溶接時の位置関係

図３｠ X線CTによる再構成画像（左図）
　　｠ 電子顕微鏡による引張後の破面観察（右図）

純マグネシウムのレーザ溶接条件の検討研究報告

基盤技術課　谷田 幸宏
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図２　突き合せ溶接結果


